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Z427a 中小口径望遠鏡とTESSの連携によるフレア星 EV Lac の測光分光同時観測
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太陽/恒星フレアは共に黒点付近に蓄えられた磁場エネルギーが磁気リコネクションによって解放され、電波か
らX線までの広い波長範囲での増光現象として観測される。フレアの放射メカニズムを理解する上で、どの波長
でどのくらいの割合のエネルギーが放射されるかの比率を調べることは重要であるが、これが太陽のようなG型
主系列星と他のスペクトルタイプの星で共通なのかどうか、およびフレアの規模やタイムスケールによる違いが
あるのかなど、その詳細な性質にはまだ未解明の点も多い。我々は、活動性の高いM型フレア星の 1 つである
EV Lac に着目し、2019年 9-10月の TESS によるこの天体の観測に合わせて、せいめい望遠鏡による分光観測
と大学や天文アマチュアの保有するの小口径望遠鏡による測光観測を行ったので、その結果を報告する。
TESSによる合計 22.2日間にわたる観測データからは、連続光の放射エネルギーが 1031-1033 ergのフレアが

125個検出され、同期間中に地上観測による分光・測光観測からは 22個のフレアが検出された。これらの中には
バルマー輝線強度には明瞭な増加が検出されているものの、TESSの光度曲線には顕著な増光がみられないフレ
アもあったが、このようなフレアの一部は、地上観測によるB, V バンドの高時間分解能 (10-15 sec)測光データ
から< 1-2 minのごく短時間の増光を示すことが分かった。講演では検出されたフレアの連続光とバルマー輝線
における放射エネルギーの比率やエネルギーと継続時間の関係などの統計的性質について議論する。


